
日時 時間
（休憩10分含）

講義時間 テーマ 研修内容 講師

開講挨拶

オリエンテーション

自己紹介とメンバー紹介
櫻井　香織
金沢脳神経外科病院副看護部長
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

9:30～10:00 30分 看護の動向と看護政策
・医療を取り巻く社会の変化
・石川県の現状
・看護師確保対策

西出　理恵
石川県健康福祉部地域医療政策課
医療人材グループ係主査

10:00～11:00 50分 脳と神経の構造とメカニズム
・脳解剖
・脳の主要血管、脳神経の解剖

森島　穣
金沢脳神経外科病院
医師

11:00～12:00 50分 脳卒中分類と病態生理
・脳卒中の分類、症状
・検査画像の見方
・病態に応じた治療や管理

櫻井　香織
金沢脳神経外科病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

13:00～14:00 50分 日本における脳卒中患者の動向

・脳卒中の歴史
・主要な死因別死亡率の推移
・疾患別罹患割合
・脳卒中と介護の関連
・医療計画、診療報酬等

佐藤　雅子
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

14:00～15:00 50分 脳卒中領域の薬物療養
・脳卒中の種類と薬物療法
・再発予防の長期管理

藤本　直也
金沢脳神経外科病院
薬剤部部長

15:00～16:00 50分 脳卒中の栄養管理
・脳卒中患者の栄養状態
・低栄養の評価と栄養管理

飯田英子
金沢脳神経外科病院
管理栄養士

9:00～10:00 50分 脳卒中発症時の徴候と初期対応
・発症と経過
・ACT-FAST、アイウエオティップス
・検査等

川江　辰徳
恵寿総合病院
脳卒中看護認定看護師

10:00～11:00 50分
脳卒中重症化を回避するための理解と
管理について

・重症化予防のモニタリング、評価方法
・合併症・廃用症候群を起こさない管理

小川　敦子
公立穴水総合病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

11:00～12:00 50分
脳卒中患者に認める摂食嚥下障害のメ
カニズム

・脳卒中で嚥下障害を起こす病態
・急性期からのアセスメント
・症状に応じたアプローチ

山本　政美
浅ノ川総合病院
摂食嚥下障害看護認定看護師

13:00～14:00 50分 脳卒中の発症予防と再発防止
・脳卒中発症の危険因子
・具体的な生活調整

野﨑　夏江
恵寿総合病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

14:00～15:00 50分 脳卒中と排尿障害
・脳卒中による排尿障害
・排尿管理
・看護介入を考える

西川　美佳
金沢脳神経外科病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

15:00～16:00 50分 脳卒中患者のリスク管理

・転倒転落予防対策
・離棟予防対策
・チューブ類の誤抜去予防対策
・誤薬予防対策

西川　美佳
金沢脳神経外科病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

9:00～10:00 50分
脳卒中発症が患者と家族にもたらす影響
とストレス

・患者・家族が抱く危機
・危機回避の理論

佐藤　雅子
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

10:00～11:00 50分 運動機能障害患者の生活再構築支援
・新たな生活を再構築するための支援
・適切な回復支援計画

石井　義之
金沢脳神経外科病院主任
脳卒中認定理学療法士

11:00～12:00 50分 高次脳機能障害を理解する
生活を支えるための評価の視点
・高次脳機能の基礎
・ADLやIADL場面でみられる症状と観察のﾎﾟｲﾝﾄ

髙多　真裕美
金沢脳神経外科病院
副部長
認定作業療法士

13:00～14:00 50分
高次脳機能障害がある患者の生活を支
える

目標設定とﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁ
・家事や役割の再獲得に向けた目標設定と支援
・運転と地域移動の再獲得へ向けた支援
・事例を通した支援の実際

袋井　かおり
金沢脳神経外科病院
副主任
認定作業療法士

14:00～15:00 50分
在宅生活の継続に向けた地域医療
連携・退院調整

・脳卒中患者の居宅における生活の特徴
・脳卒中患者の地域における生活の特徴
・脳卒中患者を支える地域医療の種類と特徴
・地域医療の現状と課題

荒木　純子
金沢脳神経外科病院
主任、医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

15:00～16:00 50分
・在宅生活の継続に向けた地域医療
　連携・退院調整
・活用できる社会資源

脳卒中患者が活用できる社会資源について
荒木　純子
金沢脳神経外科病院
主任、医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
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田中　節子
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9:00～10:00 50分 急性期から始める廃用症候群予防
・廃用症候群とは
・急性期からの予防
・看護師ができる実践的アプローチ

高尾　和孝
金沢脳神経外科病院
科長代理
脳卒中認定理学療法士

10:00～11:00 50分 在宅医から見た脳卒中患者とは
・脳卒中患者の在宅生活の特徴と問題点
・看護師に期待していること

河崎　寛孝
ぶなのもり在宅診療所
河崎　寛孝院長

11:00～12:00 50分 脳卒中患者の在宅支援
・訪問看護師の役割
・医療保険と介護保険
・訪問看護の実践

森下　弘子
ｳｨﾙ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

13:00～14:30 80分
社会復帰に向けた多職種協働を理解す
る

・多職種チーム
・看護師の役割

森下　弘子
ｳｨﾙ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

14:30～16:00 80分 脳卒中医療の今後の展望 ICTにより変わっていく医療と看護の未来
川江　辰徳
恵寿総合病院
脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認定看護師

9:00～12:00 3時間
事例を通してアセスメントやケアについて
学ぶ

・事例検討会
・事例による看護過程演習

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ-
認定看護師6名
櫻井、川江、森下
野﨑、小川、尾﨑

12:00～12:10 10分 閉講の挨拶
田中　節子
金沢脳神経外科病院
看護部長
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